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社会福祉法人宝達志水町社会福祉協議会社会福祉法人宝達志水町社会福祉協議会

 会長　 会長　蓮 野　正 彦蓮 野　正 彦

新年のご挨拶新年のご挨拶

　年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。町民の皆様には、よき新年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。

　平素より社会福祉協議会の活動に対し温かいご支援とご協力を賜り心より感謝申し
上げます。
　また、昨年９月開催の第２回ボランティアフェスティバルには、地域の方々やボラ
ンティア団体、福祉関係者など多数のご参加ご協力をいただき、地域福祉推進の大き
な力となるボランティア活動に関心を持っていただける良い機会となりましたことに
併せて感謝申し上げます。

　さて、宝達志水町社会福祉協議会が誕生して２０年が経過しました。振り返ります
と、長年にわたり民生委員 ･児童委員や福祉ボランティア団体などとの連携を軸に福
祉活動を展開する一方で、老人福祉センター宝寿荘や保育所の運営管理を町から受託
し、また、居宅介護支援やディサービス事業などの介護保険事業に参入し民間事業所
として居宅介護の一翼を担ってまいりました。

　本会では、地域福祉を推進する中核的な民間団体として事業運営等をより明確にす
るため今年度末を目途に中期経営計画を策定し、委託事業や本会独自事業を一層計画
的に進めてまいります。
　あらゆる方が住み慣れた地域で安心して暮らせる地域づくりや住民の支え合い活動
による地域共生社会を実現するため、より地域に密着した福祉サービスの向上に努め
てまいります。

　今後とも皆様のご理解とご協力をお願いいたしますとともに、新年が皆様にとって
良き年となりますよう心からお祈り申し上げます。

令和７年度全国社会福祉大会で表彰された方々を紹介します令和７年度全国社会福祉大会で表彰された方々を紹介します
【厚生労働大臣表彰】
村井　清美
　（キッチンクラブおしみず　管理者）

【全国社会福祉協議会会長表彰】
中村　陽子　（今浜苑　栄養士）
福田　恭子　（北大海第一保育所　所長）

（順不同・敬称略）
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令和７年度令和７年度  赤い羽根共同募金活動紹介赤い羽根共同募金活動紹介
　昨年10月１日から12月31日までの
３か月間にわたり、赤い羽根共同募金運
動を実施しました。区長さんをはじめと
した区民の皆様、町内の小中学校及び高
等学校の生徒さんによる学校募金等、多
くの方々のご協力により、たくさんの募
金が寄せられています。最終的な募金の
額はただ今集計中ですので、次号の本誌

（４月発行予定）にてご報告いたします。
今回は募金に協力してくれた町内学校の
皆さんの活動を紹介します。

１ 助成目的
　この事業は、宝達志水町共同募金委員会が、赤い
羽根共同募金を財源とし、地域の課題解決に向けた
活動に対して助成を行うものです。

２ 対象事業
　町内で活動するボランティアグループ、区長会、
学校、特定非営利活動法人等が実施する、地域の課
題に応える福祉サービスや活動を対象として助成し
ます。ただし、他の財源を以って実施することが適
当と認められる事業は助成対象とはいたしません。

（１）高齢者を対象とする活動（例：配食サービス、友
愛訪問等）

（２）障がい児・者を対象とする活動（例：交流会等）
（３）児童を対象とする活動（例：読み聞かせ等）
（４）小学校、中学校、高等学校、ＰＴＡが取り組む福

祉活動（例：福祉に関する講演会等）
（５）自然災害に関する活動（例：防災訓練、勉強会等）
（６）先駆的、開発的、創造的な活動
（７）その他目的達成のために必要な事業（例：三世代

交流事業等）

令和８年度
赤い羽根共同募金 助成事業公募のお知らせ助成事業公募のお知らせ

３ 助成金額
（１）１団体１事業　５万円以内
（２）配分総額と応募数によって申請額どおりに助成で

きないことがあります。
（３）5年連続で助成を受けた団体は、応募多数の場合

は助成対象外となることがあります。

４ 申請期間　　令和８年２月２７日（金）まで

５ 申請方法
　申請を希望する方は社会福祉協議会の窓口までお
越しください。助成要綱と申請書類をお渡しします。
申請書類等をデータでご希望の方は下記お問い合わ
せ先までご一報ください。

６ お問い合わせ先
　宝達志水町門前サ１１番地　町民センターアステラス内
　　宝達志水町共同募金委員会
　　　（宝達志水町社会福祉協議会内）
　　　　ＴＥＬ：２８-５５２０
　　　　ＦＡＸ：２８-３１１２

10/28 ちゃれんじで街頭募金をする10/28 ちゃれんじで街頭募金をする
宝達中学校ＪＲＣ部のみなさん宝達中学校ＪＲＣ部のみなさん

10/29 業務スーパーで街頭募金をする10/29 業務スーパーで街頭募金をする
宝達高校生徒会のみなさん宝達高校生徒会のみなさん

押水小学校のみなさん押水小学校のみなさん 志桜小学校のみなさん志桜小学校のみなさん
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民生委員・児童委員、主任児童委員民生委員・児童委員、主任児童委員
　令和７年 12 月 1 日、厚生労働大臣から民生委員・児童委員 55 名、主任児童委員 4 名が　令和７年 12 月 1 日、厚生労働大臣から民生委員・児童委員 55 名、主任児童委員 4 名が
委嘱され、高下町長から委嘱状が伝達されました。なお、委員の任期は令和７年 12 月 1 日委嘱され、高下町長から委嘱状が伝達されました。なお、委員の任期は令和７年 12 月 1 日
から令和 10 年 11 月 30 日の 3 年間です。から令和 10 年 11 月 30 日の 3 年間です。
　今回委嘱された委員をご紹介いたします。（順不同、敬称略）　今回委嘱された委員をご紹介いたします。（順不同、敬称略）

　また、委嘱状伝達式のあと行われた宝達志水町民生児童委員協議会の臨時総会にて、上記　また、委嘱状伝達式のあと行われた宝達志水町民生児童委員協議会の臨時総会にて、上記
の役員の選任が行われました。の役員の選任が行われました。

担当地区 氏　　名 担当地区 氏　　名
東間・東野 松井　 厚子 敷浪 木津　　 悟
紺屋町 岡部　 邦子 敷浪 西澤 登美子
正友 村上　 吉郎 敷波 佐野　 悦子
坪山 中村 真知子 出浜 南　　 明美
冬野 中泉　　 長 柳瀬 土上　 幸美
森本 宮田　 寿子 柳瀬 近藤　 恵美
免田 畑口　　 浩 荻島 作田　 悦子
北川尻 南谷　 誠司 荻谷 澤田　 教子
北川尻 寺谷 三枝子 荻市 樋本　 隆司
北川尻 西谷　 力也 荻市 坂本　 喜吉
御舘・中野 中西　 一代 子浦 坂口　　 剛
上田出・三日町 松田 登志美 子浦 美作　 恭子
上田 梅田 麻由美 子浦 北川 ゆみ子
門前 諸田　 利信 吉野屋 河邉　 昌美
宝達・沢川 谷光　 直樹 聖川 山本　 修次
山崎 片岡　 克美 原・当ノ熊・新宮 森田 与志子
河原 平畠　 秋枝 散田 岡田　 幸子
小川 室岡　 和美 所司原 砂田　　 恵
小川 山下　 文也 下石 沢田 千惠子
米出 南　　 典子 石坂・向瀬 北山　 芳美
麦生 田畑　 寿史 走入・清水原・見砂 森本　 信良
今浜（新道） 大窪 美智子 菅原 昔農　 祐子
今浜（新道） 米澤　 雅代 菅原 吉田　 紀子
今浜（北出・中町） 天田 知枝子 二口 西川　 洋子
今浜（北出・中町） 才田　 悦子 杉野屋 高下　 千秋
今浜（南出・浜浦） 越野　 陽子 杉野屋 金曽　 雅枝
竹生野・南吉田 前田　 茂行 主任児童委員 中西　 弘子
宿 岡野 由利子 主任児童委員 野村　 清志
宿 牛ノ濱 真由美 主任児童委員 平田　 正恵

主任児童委員 松川　 治美

 会長 　諸田　利信　　　 副会長 　河邉　昌美　　　 副会長 　美作　恭子

わたしたち、わたしたち、
ですです
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　志桜小学校４年生の皆さんが、福祉の授業として町内にお住ま
いの視覚障がい者・西さんと、盲導犬のルースちゃんのお話を伺
いました。
　授業では、視覚障がいの方の生活の工夫や、盲導犬と一緒に暮
らす様子について、西さんの実体験を交えて紹介してくださいま
した。また、色を教えてくれる機器や、本の内容を読み上げる機器、
その場で撮影した写真がどのような写真かを音声で伝えてくれる
スマホアプリなど、視覚に障がいのある方を支える様々な道具に
ついても学びました。
　子どもたちは、「盲導犬は信号の色を教えてくれるわけではない
んだ。」、「お仕事中の盲導犬には声をかけちゃいけないんだね。」、

「目の見えない人のために、便利な道具がたくさんあるんだ。」と、
新しい気づきをたくさん得たようです。
　お話のあとは、４年生のみんなで西さんとルースちゃんを車ま
でお見送りし、温かい交流の時間となりました。
　４年生は、この授業以外にも聴覚障がいの方からお話を聞いた
り、手話を学んだり、点字を使う視覚障がい者の方や羽咋市の点
訳ボランティア「点灯虫」さんから点字について教わったりと、
幅広い学びを積み重ねています。また、ちどり園の職員の方から
は車いすの操作方法を教えていただくなど、身体の不自由さを体
験的に理解する取り組みも行いました。
　これらの学習を通して、子どもたちは、「自分たちにできることは何か」を考えています。志桜小
学校４年生の皆さんの学びは、地域の優しさにつながる大切な経験となっています。

　昨年 8 月〜 9 月に実施したフードドライブでは、たくさ　昨年 8 月〜 9 月に実施したフードドライブでは、たくさ
んの方から食品やお米の寄付をいただきました。いただいんの方から食品やお米の寄付をいただきました。いただい
た食品はフードパントリー事業にて、支援を必要としていた食品はフードパントリー事業にて、支援を必要としてい
る 28 世帯の皆さんへお渡しすることができました。る 28 世帯の皆さんへお渡しすることができました。
　利用者の方々から寄付してくださった皆さまへ向けた感　利用者の方々から寄付してくださった皆さまへ向けた感
謝のメッセージには「助かりました。」「大切に使います。」「感謝のメッセージには「助かりました。」「大切に使います。」「感
謝しかありません。」など、たくさんの声をいただきました。謝しかありません。」など、たくさんの声をいただきました。
　皆さまからの思いやりが、このような支援へとつながっ　皆さまからの思いやりが、このような支援へとつながっ
ています。温かいご支援、本当にありがとうございました。ています。温かいご支援、本当にありがとうございました。

フードパントリー事業のご報告
～食の支援にご協力ありがとうございました～

福祉の授業福祉の授業 見えない世界を知る一歩
～志桜小学校４年生が視覚障がいについて学びました～

利用者 ２８世帯



宝寿荘は ①健康づくり ②生きがいづくり ③仲間づくり を応援する憩いの場です。

老人福祉センター老人福祉センター「宝寿荘」「宝寿荘」

出演者募集 出演者募集 （個人でもグループでもOK）（個人でもグループでもOK）
　令和７年 12月２日（火）に「有明　紋（あや）歌謡ショー」
を開催しました。主に金沢市を中心に富山、福井でも活動
しているそうですが、11月に開催した、新蔵富美男一座
の出演がご縁となって今回は単独での公演となりました。
　館内にパワフルな歌声が響きわたりました。
　宝寿荘では出演者を広く募集しております。個人でもグ
ループでもOKです。発表の場として利用してみませんか。

☎２８－４５０６
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　子どもを育てるということは、成長していく姿が嬉しい　子どもを育てるということは、成長していく姿が嬉しい
ことはもちろんあると思いますが、24 時間 365 日お休みことはもちろんあると思いますが、24 時間 365 日お休み
もありません。時には、つらいことや悲しいこともあるかもありません。時には、つらいことや悲しいこともあるか
と思います。そんな時は、一人で抱え込まずに子育て支援と思います。そんな時は、一人で抱え込まずに子育て支援
センターどんぐり広場に遊びに来てください。子育て中のセンターどんぐり広場に遊びに来てください。子育て中の
家族が、お互いの子育てを通して交流をしたりする場所で家族が、お互いの子育てを通して交流をしたりする場所で
す。また、地域の子育ての情報提供、ミニ講座としてベビーす。また、地域の子育ての情報提供、ミニ講座としてベビー
マッサージや骨盤シェイプアップ体操教室なども行っていマッサージや骨盤シェイプアップ体操教室なども行ってい
ます。身体計測をしてお子さんの成長を喜びあったり、栄ます。身体計測をしてお子さんの成長を喜びあったり、栄
養士・保健師による相談日もあります。ハーフバースデー養士・保健師による相談日もあります。ハーフバースデー
もしていて、キューピーハーフの着ぐるみを着たお子さんもしていて、キューピーハーフの着ぐるみを着たお子さん
の写真も撮ることができます。お子さんの子育てを一緒にの写真も撮ることができます。お子さんの子育てを一緒に
していきませんか。していきませんか。

 対象  対象 ：就学前児童及びその家族
 時間  時間 ：月曜日～金曜日
　　　　午前 9:00 ～ 11:30・午後 13:00 ～ 16:00
　　　　（土・日・祝日、旧盆、年末年始はお休み）
 場所  場所 ：相見保育所内
　　　　子育て支援センターどんぐり広場

子育て支援センター子育て支援センターどんぐり広場どんぐり広場
こんな時、ぜひ遊びに来てください！！こんな時、ぜひ遊びに来てください！！
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　　本会の苦情解決第三者委員を紹介します　　

氏　名 備　　　考
河邉　昌美 民生児童委員協議会副会長
美作　恭子 民生児童委員協議会副会長

　社会福祉協議会が行う福祉サービスの利用者からの苦情に対して、その解決のために社会性や客観性を確保し、
利用者の立場や特性に配慮した適切な対応を推進するため、以下の２名の方を苦情解決第三者委員に委嘱しています。

●立ち上げの経緯
【南隆司さん(以下、南)】10年ほど前に当時の区長さんが高
齢者の集いの場の必要性を感じ、いきいきサロンを立ち上げた
のが、そもそもの始まりです。その区長さんは本当に精力的な
方で豊富な企画を次々に実行していて、私は本当にすごいなと
感じていました。ところが、そのサロンがコロナでいったん中断
してしまいます。しばらく休んでいたのですが、今から２年ほど
前に、やっぱり高齢者の集いの場が必要だという声が上がって、
活動を再開し、現在に至っています。

●大変なこと
【南】大変とはちょっと違うかもしれませんが、参加
してくれる方が決まってしまっている面はあります。
常連さん以外の方にどう活動を広げていくか、とい
う点に課題を感じています。

●主な取り組みとやりがい
【南】毎月の第２月曜日が元々、老人会の役員会の日なので、
その日に合わせて活動しています。最初にみんなでラジオ体操
をして、その日のメインイベントについては、老人会の皆さんや
健康づくり推進員さんとも連携して、みんなでアイデアを出し
合っています。今日（取材日、令和７年12月８日）は、健康づ
くり推進員さんの企画でハーモニカの演奏会を開くことができま
した。羽咋のボランティア有志の方が懐かしの名曲をたくさん
演奏してくれて、参加者も楽しんでくれたと思います。夏には
老人会の会長さんの発案で、集落の会館にある血圧計を活用し
て、血圧についての健康講座を開催しました。町役場の健康づ
くり推進室の方に講師をお願いし、血圧に関する正しい知識と
正しい血圧測定方法を勉強できました。この血圧計は、赤い羽
根共同募金の助成を受けて購入したものなんですよ。同じく共
同募金の助成でコーヒーメーカーも購入させていただきました。
参加者にコーヒーをふるまうのが私の大切な仕事になっています
（笑）。米出は人口100人ほどの集落ですが６５歳以上の方の

割合が55％で、高
齢化が進んでいま
す。今は毎回15人
くらい集まってくれ
て、その中でも93
歳の方が毎回来て
くれるのが本当に
嬉しいですね。

●今後の活動について
【南】月に１回、何か行事をしなければ、と身構え
てしまうと荷が重くなって続きません。何もない時
はラジオ体操のあとにレクリエーショングッズで楽し
んでいます。社協さんから借りられる輪投げが一番
人気なんですよ。ルールがわかりやすくて盛り上が
ります。トランプも試したことがありますが、イマイ
チ盛り上がりませんでした。ポーカーのルールを説
明しても「わからない」と（笑）。あとは、老人会
さんの主催で二胡（中国の楽器）のコンサートを開
催したり、老人会さんや子ども会さんと連携して世
代間交流のバーベキューを開催したり。そうそう、
各地の神社に祀られている神様についての講義を
聞いたこともありました。集落に神社の神様にとて
も詳しい方がいるので、私から講師をお願いしたん
です。そんな感じで、無理をしないで良い意味でゆ
るく、そして長く続けていきたいと思っています。

↑取材日にお話を聞かせてくださった皆さん。
後列左の男性が南さん

↑素敵なハーモニカの演奏に
皆さん、聞き入っていました

赤い羽根共同募金
助成団体紹介

　代表の南隆司さんと　代表の南隆司さんと
スタッフの皆さんにお話スタッフの皆さんにお話
を伺いました。を伺いました。米出いきいき会米出いきいき会

【お問い合わせ先】
宝達志水町社会福祉協議会
事務局（TEL：0767-28-5520）

米出いきいき会米出いきいき会


